
 
 

 

 

燃料ポンプ 

 燃料ポンプにおいて、工場内修理用の部品管理が不適切なため、異品の燃料ポンプを組付けた。

そのため、燃料残量測定器が燃料タンク内の構成部品に引っ掛かり、燃料残量表示灯が正しく表示

されず、そのまま走行を続けると、燃料切れとなり、走行中にエンジンが停止して再始動できなく

なる。 

改善の内容 

 全車両、燃料ポンプを正規品に交換する。 

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：車台番号打刻部付近に赤色の識別ラベルを貼付する。 

基準不適合発生箇所 

注：      は交換部品を示す。 


